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物 211721 イチゴあまおう
型 238 ベンチ栽培（毎）
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・依頼品亡乏土や人工的に合点されたものであり、土性としての分類は出来ません。
◇pHは7を超えています。ガッテンベー＾ーによるp 11矯 1Eを行ってください。
荀立はややふヽ状言です、元配の窄桑転用は減址してください。
鱗は過嗣隻租工弔に互い状第です．元肥の燐酸は中止、加屯は減只してください。

0石灰／苦土のパランスがやや崩れていますe
0集積した成分は呈肥を減じ、量積分から積極的に利川するよう心掛けます。
◇過劃集積Lている多蘊要峯がみられます
肥四効か堆茫達用による蓄積と考えられますC

く生可＝ント 0-,.,/>
作の生者にに腱全な士づくりが出来ていても、気象条件の変化によって生村などに人きく
影でを受けるる合があります。生育諷整にはメリットで生育コントロールを実施し笑味しく
建令で安心できる作物の収穫を肇保してください2

※上記グラフの歴肥前iJ椋塚は日存の溢合であり．培 1：の溢合ではありません。
右記土づくり nulユ音土）OOtあたりの況令伝として説み杵えてください。
斗品は比承が軽いため． P IIは‘ti品：抽出液＝ 1 : i 0で測定しています。

施肥区分 1 窒素 1 リン酸 1 加 里
元肥 6.41 0.01 0.8 

合 計 6.41 0.01 0.8 

上記参考施肥設計の基となる施肥黛

施肥区分 1 窒素 1 リン酸 I hu 坦
元肥 12.81 9.61 8.0 

合 i卜 I 12.81 9.61 8.0 

ガッテンペーハー

允熟堆肥 l tまたはユーキプルペレット

~ lOkgX 逗1 沿 kg
—+ -

[ 20kgX 5袋l 100 kg 
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**5の部主たは全忠を竺断で複写．噸製．転亀することを笠じます．

お客様相談窓口 0120-376-831
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アグリス高設栽培システム 施肥設計
.. 

c
 I I PH l EC 7‘／モこ7態N 硝酸態N 有効態リン酸 CaO MgO K20 CaO/MgO I Mg0/K20 

I 分析値 I 7.1 
I 

0.34 0.25 84 91 , 384 1280 I 

I 予想実数値 I 0.11 0.1 3.6 153.6 512.0 33.6 36.4 I 

' I l I 
18.3 1.7 0.8 10.9 2.2 

I me I 

r 
基準値 I 5.8~6.2 0.3以下 20~70 350 40 50 I 5~8 I 2~3 l 

PHは高くなっており、 ECは問題ありません。

リン酸は残肥していますので単肥での施用は必要ありません。

塩基養分については石灰が過剰、となっています。塩基養分の過剰を改善するため、土壌改良剤での矯正を行います。
本年度の施肥は以下の通りです。

【元肥】

i 
成分量（kg/lOa) 必要量·銘柄 施肥量 ．』備考 I 

! 
I N p K 迎 袋

I ' 

' 無双元肥
u 

10 g／株 8.4 6.3 7.7 ※定植前土壌混和
—- -

I 

゜ ゜I I I l I ' 
r 

無双地カ l 10 g／株 0.4 0.4 0.2 ※定植前土壌混和

゜ ゜土壌改良剤 I 3 L/10a 400倍希釈 ※元肥施用前に動噴等で培地表面に散布。 I' , 

' , 
l I i I I 

I 碇マク I 3 I gJ株 W-Mg25 ※元肥施用前に土壌‘ I 

゜ ゜
1 

l I 

r 合計 8.8 6.7 I 7.9 7,000 l 株／10a換算 I 

し
• -

［生科研分析データより1
定植本数― o ＿ー株 ] 

< 追肥 >
I 銘柄 I 施肥量 成分量(kg/lOa) 備考 \~ --袋kg i 

無双追肥 I 12 
I g/株 10.1 5.0 10.l 腋花房分化後

゜
, 

゜総合計（ 元肥＋追肥 ) 18.8 11.8 18.0 
••~ 
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